
本人・家族・支援関係者のみなさまへ 

成年後見制度に関する相談から支援の流れ 

                                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R５年 1 月 31 日時点（適宜更新中） 最新情報は「権利擁護・後見サポートセンターページ」にてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

    

相

談 

・後見人等 
・弁護士 

・司法書士 

・社会福祉士 

・NPO 法人障がい者・高齢者市民後見 STEP 

・高齢福祉分野（地域包括支援ｾﾝﾀｰ､介護事業者など） 

・障害福祉分野（障害者相談支援ｾﾝﾀｰ､障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業者など） 

・その他（保健所､福祉事務所､医療機関など）  

・地域（コミュニティーソーシャルワーカー、地域住民など） 

 

 

①権利擁護の相談支援 

・本人、親族、支援関係者からの相談対応、成年後見制度や権利擁護支援の説明 

・成年後見制度の利用が必要かどうかなど権利擁護支援ニーズの精査 

・成年後見制度の適切な利用の検討や、必要な見守り体制・他の支援へのつなぎ 

②権利擁護支援チームの形成支援 ※下線部について具体的な支援体制検討中 

・権利擁護支援の方針(課題の整理、支援内容)の検討 

・適切な申立ての調整 

・権利擁護支援を行うことのできる体制づくりの支援 

③権利擁護支援チームの自立支援 ※下線部について具体的な支援体制検討中 

・チーム開始の支援(後見人等選任後における支援方針の確認・共有、モニタリング時期やチーム

の自立に必要なバックアップ機関等の確認) 

《チームによる支援の開始後、必要に応じて》 

・後見人等やチーム関係者などからの相談対応 

・チームの支援方針の再調整 

 

本人 ・ 家 族 

支援方針検討 国の第二期成年後見制度利用促進基本計画 

権利擁護・後見サポートセンター 

相

談 

世帯に身近で接する人々（支援関係者など） 

～相談例～ 
■権利擁護支援の検討に関する場面

(成年後見制度の利用前) 
・権利擁護・後見サポートセンターはどんな相談に

乗ってくれ、どんな支援をしてくれるの？ 
 
・困難ケースで成年後見制度の検討やタイミングを

支援関係者で共有したいため、ケース会議に出席

して欲しい。 

 

■成年後見制度の開始までの場面 

(申立の準備から後見人の選任まで) 

・選任されるまでにいくつか課題があり、課題に対

してどのような支援があるか相談したい。 

 

■成年後見制度の利用開始後に関する場面 

(後見人の選任後) 
・後見人が被後見人(本人など)の意思を尊重してく

れない。 
 
・権利擁護支援チームの会議を開催するので出席

して欲しい。 

 

権利擁護・後見サポートセンター(豊中市社会福祉協議会内) 

電話 06-６８４１-９３８２ FAX 06-６８４１-2388  

開設日 月～金曜日 8 時 45 分～17 時 15 分 (土曜日・日曜日・祝日・年末年始は休み) 

必要に応じて 

権利擁護・後見サポートセンターが

権利擁護支援チームの会議を開催

【招集】する場合があります 

《用語説明》 権利擁護支援チーム 

権利擁護支援が必要な人を中心に、本人の状況に応じ、本人に身近な親族等や地域、保健・福祉・医療の関係者な

どが、協力して日常的に本人を見守り、本人の意思及び選好や価値観を継続的に把握し、必要な権利擁護支援の

対応を行うしくみ。 


